
自然教育園の
５月に見ごろの植物

武蔵野植物園付近

水生植物園付近

路傍植物園付近

森の小道

水鳥の沼付近
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アヤメ カキツバタ

チョウジソウ

ノイバラ キショウブ

フタリシズカ

ガマズミヤマボウシ

スイカズラ アイイロニワゼキショウ

ハマクサギ

サイハイラン

スダジイ（花の香り）

ハナミョウガ

セキショウ
（ショウブ科）

ハマクサギの花



外側の大きな花びら（外花被片）の根元
にある模様が綾目（あやめ）であること
が名前の由来と言われています。少し乾
燥した草地に生育しますが、野生のもの
はかなり少なくなっています。万葉集な
どで、菖蒲と書いて「あやめ」と読んで
いたのは、サトイモ科のショウブのこと
で、本種ではありません。

海岸近くに生育し、葉や茎に傷をつけ
るとにおうことにより名前がついたと
されますが、それほどの悪臭ではあり
ません。南紀・中国・四国・九州など
の暖地に分布し、園のものは江戸時代
の下屋敷時代に移植されたと考えられ
ています。

名前は、能の「二人静」に由来し、静御
前の霊とその霊に憑かれた菜摘女（なつ
みおんな）が舞を舞う姿にこの花を見立
てたと言われています。

サイハイラン
＜5月中旬～5月下旬＞

ハマクサギ
＜5月中旬～6月上旬＞

チョウジソウ
＜ 4月下旬～5月中旬＞

ヤマボウシ
＜5月中旬～6月上旬＞

ハナミョウガ
＜5月中旬～6月上旬＞

スダジイ（花の香り）
＜4月下旬～5月下旬＞

フタリシズカ
＜5月上旬～5月中旬＞

ガマズミ
＜5月上旬～5月下旬＞

キショウブ
＜5月上旬～5月下旬＞

開花の様子が白い頭巾をかぶった法師を
思わせることにより「山法師（やまぼう
し）」の名前がつきました。白い花びら
のように見えるのは「総苞片」で、その
中心に小さな花が球状に集まっています。

ランの仲間で、はたきのようなユニー
クな形をしています。陣中において、
大将が指揮するときに使う「采配（さ
いはい）」によく似た花をつけること
が名前の由来です。

花の下の部分が胴長で、この形が香辛料
となるチョウジ（フトモモ科の高木）の
花に似ることから、名前がつきました。
有毒植物。川岸の木の下や湿地にまと
まって生えます。園芸目的の採集や埋め
立てなどにより減少し、絶滅が危ぶまれ
る植物です。

路傍植物園を中心に独特の香りが漂って
います。よく「クリの花の香りに似た」
「青臭い匂い」などと表現されますが、
これはスダジイの花の香りです。スダジ
イは虫が花粉を媒介する「虫媒花」で、
強い香りで虫を誘います。

白くて小さな花が沢山咲いています。ガ
マズミとは変わった名前ですが、「神つ
実」に基づくという説があります。10
月頃には赤くて可愛らしい実をつけます。
こちらも是非お楽しみに。

アヤメやカキツバタの仲間ですが、日本
にもともと生育していた植物ではありま
せん。ヨーロッパ原産で、明治時代に渡
来し、現在は日本全国の湿地に野生化し
ています。

茎や葉がミョウガに似ていて、花が美し
いことが名前の由来。この花のタネは漢
方薬として「伊豆縮砂（いずしゅく
しゃ）」の名で呼ばれ、腹痛などに用い
られます。

カキツバタ
＜4月下旬～5月中旬＞

アヤメ
＜4月下旬～5月上旬＞

名前は、カキツケバナ（掻付花、書付
花）の転じたもので、花の汁をこすり
つけて染めたことによります。「万葉
集」や「伊勢物語」などの古典文学に
登場し、家紋にも用いられるなど、古
くから日本人に親しまれた植物です。

スイカズラ
＜4月下旬～5月下旬＞

かつて子供が花の蜜を吸ったことが名
前の由来。別名のニンドウ（忍冬）は、
冬にも葉を落とさないことにちなみま
す。花はとてもよい香りです。花の咲
き始めは白色ですが、受粉すると黄色
になるため、キンギンカ（金銀花）の
名で呼ばれることもあります。

いきもの解説

ノイバラ
＜5月上旬～5月下旬＞
野生のバラで、日当たりのよいところ
に多く生育します。花は香りがよいの
で、香水の原料にも使われます。
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アイイロニワゼキショウ
＜5月上旬～7月上旬＞

庭に生え、葉がセキショウ
（ショウブ科）に似ているこ
とから名前がつきました。日
本には観賞用として持ち込ま
れた北アメリカ原産の植物です。

アワフキムシの仲間
木の枝や草の茎をよ～く探すと、泡だらけになっている場
所があります。この泡の中には「アワフキムシの仲間」の
幼虫がすんでいます。アワフキムシの仲間は、植物の汁を
吸って生きていますが、泡は、その栄養分を吸収した残り
モノから作られています。

ハマクサギの花

探してみよう

セキショウ
（ショウブ科）


